










Fabian Drixler, Mabiki: Infanticide and
Population Growth in Eastern Japan, 1660-1950.














































































abiki: Infanticide and Population G
row









































など︑高度な人口統計技法を使う︒他方︑嬰児殺し まつわる言説や祖先祭祀のあり方など︑間引きを求める文化 間引きを忌避する文化を広く考察する︒いわゆる量と質の﹁共演﹂である︒先に示したように︑従来 手法では間引きの実態
（その頻度）
を明ら


















fig. 1, p. 10 ）︒一六六〇年から一九五〇年までの
三百年間の出生率が一枚の図に納められ︑十八世紀末が底で︑二十世紀初頭が天井となる﹁減少︱増加︱減少﹂というゆるやな波が描かれた︒その波に大きく影響を与えたのが︑間引きであり︑十八世紀半ばには︑生まれる子どもの 〇％が 後半のもっとも多いときで 四〇％から五〇％が間引か たと推計している
（
fig. 11 &
 12, pp. 114–115 ）︒にわかには信じがたい驚きの
数字である︒　
シミュレーションの詳細については付論を読んでも情報が完全
ではなく︑その妥当性を十分に検証することはできなかった︒近代の死産統計についても︑資料自体がどの程度信頼できるのか︑どのような利用が間引き分析に妥当 のか︑人口学者 共通理解は得られてい い︒このように本書の分析手法や資料批判 必ずしも十分とは言え しかし︑徳川期については五五〇万人年のデータセットを︑近代については大量の死産統計を用いた今までにない規模の 析である︒個々の 信頼 今後
の検証を待つとしても︑現時点では﹁大きな見取り図が得られた﹂と考えていいのではないだろうか︒　
勝手な推察であるが︑だれもしたことのない﹁大胆な﹂資料の
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